


































































(1) a. アソブ= アソビ-タイ= （遊びたい） 














(2) a.  アソブ= アソビ-タ]イ （遊びたい） 



















                                                                   
1 「ます」を含む文節では前接動詞の音調の別を問わず常に一定の型（「ます」の初頭拍で声の
下がる型）だけが起こる。例：/モリ-マ]ス/（盛ります）、/ノミ-マ]ス/（飲みます） 
















在来音調 新型音調 cf.  起伏タイ 
終止形 遊び-タイ= 遊び-タ]イ 話し-タ]イ 
連体形 遊び-タイ= (N) 遊び-タ]イ (N) 話し-タ]イ (N) 
-タクナル 遊び-タク-な]る 遊び-タ]ク-なる 話し-タ]ク-なる 





























(4) a. 終止形 -タイ。 
b. 連体形 -タイ＋名詞 
c. 連用形＋ナル -タクナル 
d. 連用形＋否定辞 -タクナイ 
e. 連用形＋ナル＋過去 -タクナッタ 













4  東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県で言語形成期を過ごした大学生で、調査時年齢は 18～24歳。
男性 16名・女性 9名。 
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(5) a. 公園で遊びたい。 （終止形） 
b. 公園で遊びたい子ども。 （連体形） 
c. 公園で遊びたくなる。 （-タクナル） 
d. 公園で遊びたくなった。 （-タクナッタ） 
e. 公園で遊びたくない。 （-タクナイ） 





(6) 前接動詞 V 
連用 1拍 着(る)・寝(る) 
連用 2拍 行き・乗り 
連用 3拍 遊び・比べ(る) 






















(8) a. 公園で遊びたい子ども X=無核（コーエンデ=） Y=無核（コドモ=） 
b. 公園で遊びたい男子 X=無核（コーエンデ=） Y=有核（ダ]ンシ） 
c. 一人で遊びたい理由 X=有核（ヒト]リデ） Y=無核（リユー=） 




以上の構成からなる短文を全部で 112項目用意した（終止形 16／連体形 32／-タク























『筑波日本語学研究』 第二十二号 筑波大学 人文社会科学研究科 日本語学研究室 2017 











表 1 調査結果（活用形別） 
活用形 N 在来音調(%) 新型音調(%) 
終止形 800 162 (20.3) 638 (79.8) 
連体形 1600 765 (47.8) 835 (52.2) 
-タクナル 800 519 (64.9) 281 (35.1) 
-タクナッタ 800 614 (76.8) 186 (23.3) 
-タクナイ 800 171 (21.4) 629 (78.6) 
-タクナカッタ 800 276 (34.5) 524 (65.5) 
合 計 5600 2507 (44.8) 3093 (55.2) 
 













































                                                                   
8 行論上の都合と本稿の考察の射程に照らして、この点に関する分析については別稿に譲ること
としたい。 






向かいつつある（清水 1958, 1970; 稲垣 1984;  馬瀬・佐藤 1989; 秋永 2001; 川上 2003; 小





語類 (a) (b) 
第Ⅰ類（平板） ツメタ-イ= → ツメタ]-イ （冷たい） 





















(11) a. 3拍形容詞 b. 4拍形容詞 
終止形（単独） 63.3% 終止形（単独） 82.3% 
終止形（文末） 72.7% 終止形（文末） 81.8% 
















3拍 アカ]-ク-ナイ（3.8%） ＞ アカ]-ク-ナル（3.1%） 
4拍 アカル]-ク-ナイ（14.4%） ＞ アカル]-ク-ナル（7.5%） 
5拍 アオジロ]-ク-ナイ（65.0%） ＞ アオジロ]-ク-ナル（55.8%） 






                                                                   
11 三樹（2014）で「A（Ⅱ類新型・語幹末）」と記述されている型で、語幹末尾の拍で声が下が
るもの。（…○○]-ク-ナイ／…○○]-ク-ナル） 
12 三樹（2014: 100-104）では実数だけが示されている（表 13～表 20）。(12)の百分率はそれに基
づいて本稿筆者が算出したもの。 
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2に、動詞接続の形「-タクナル」の音調実態については表 3にそれぞれ示す。なお対
照の便宜上、ここでの「拍数」は「前接動詞＋連用形タク」からなる形式のものとす
る13。（たとえば 2拍動詞を含む「乗りたく」は 4拍の形式ということになる。） 
表 2 「-タクナイ」の音調実態 
拍数 N 在来音調(%) 新型音調(%) 
3拍 200 81 (40.5) 119 (59.5) 
4拍 200 47 (23.5) 153 (76.5) 
5拍 200 29 (14.5) 171 (85.5) 
6拍 200 14 (  7.0) 186 (93.0) 
合計 800 171 (21.4) 629 (78.6) 
表 3 「-タクナル」の音調実態 
拍数 N 在来音調(%) 新型音調(%) 
3拍 200 164 (82.0) 36 (18.0) 
4拍 200 157 (78.5) 43 (21.5) 
5拍 200 109 (54.5) 91 (45.5) 
6拍 200 89 (44.5) 111 (55.5) 









3拍 ○-タ]ク-ナイ（59.5%） ＞ ○-タ]ク-ナル（18.0%） 
4拍 ○○-タ]ク-ナイ（76.5%） ＞ ○○-タ]ク-ナル（21.5%） 
5拍 ○○○-タ]ク-ナイ（85.5%） ＞ ○○○-タ]ク-ナル（45.5%） 
















表 4 調査結果（前接動詞拍数別） 
動詞拍数 N 在来音調(%) 新型音調(%) 
1拍 1400 778 (55.6) 622 (44.4) 
2拍 1400 724 (51.7) 676 (48.3) 
3拍 1400 564 (40.3) 836 (59.7) 
4拍 1400 441 (31.5) 959 (68.5) 
合 計 5600 2507 (44.8) 3093 (55.2) 
 
















1拍 2拍 3拍 4拍 
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表 5 活用形別に見た前接動詞拍数と新型生起率(%) 
V拍数  終止 連体 -ナル -ナイ -ナッタ -ナカッタ 
1拍  83.0 47.3 18.0 59.5 18.0 38.0 
2拍  79.0 40.5 21.5 76.5 13.5 66.5 
3拍  78.0 53.5 45.5 85.5 23.5 78.5 
4拍  79.0 67.5 55.5 93.0 38.0 79.0 
 






















終止 連体 タクナル タクナッタ タクナイ タクナカッタ 















a. ハレ]ル （晴れる） ハレアガル= （晴れあがる） 
b. ハレル= （腫れる） ハレアガ]ル （腫れあがる） 
 
しかし、現在ではこの法則の衰退が著しく、前部動詞の音調の違いを問わず一律に次





a. ハレ]ル （晴れる） ハレアガ]ル （晴れあがる） 








り、4拍語では 65%であったものが 5拍語・6拍語ではそれぞれ 43%・21%に低下す












同様、ともに中和に向かう傾向が指摘されて久しい（清水 1958, 1970; 稲垣 1984;  馬






a. 第Ⅰ類 アカ-ク-ナ]ル → アカ]-ク-ナル （赤くなる） 













2003, 2010; 三樹 2008; 2014）。 
 付属語「たい」の音調変異（那須昭夫） 
(17) 第Ⅰ類形容詞連用形での中和音調（起伏化）の出現率（[ ]内は拍数） 
a. -クナイ [3]：3.8%  [4]：14.4% [5]：65.0% [6]：67.2% 
b. -クナル [3]：3.1% [4]：7.5% [5]：55.8% [6]：54.4% 
 
「-クナル」では若干順当でない部分（5拍語＞6拍語）があるが、総じて見れば拍数




(18) タイ節連用形での中和音調の出現率（[ ]内は「前接動詞＋タク」の拍数） 
a.  -タクナイ [3]：59.5% [4]：76.5% [5]：85.5% [6]：93.0% 
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表 6 V2拍以下：V3拍以上 
 在来型 新型 合計 
V=1・2拍 1502 1298 2800 
V=3・4拍 1005 1795 2800 
















(19) a. しなの]-がわ （信濃川） b なか]-がわ （那珂川） 
いしかり]-がわ （石狩川） とね-がわ= （利根川） 
ドニエプル]-がわ よど-がわ=  （淀川） 
ブラマプトラ]-がわ き]の-かわ （紀ノ川） 






                                                                   
15 
(19b)の例およびアクセントの記述はNHK（1998: 16）による。 






















表 7 終止形 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
先行文節 
無核 60 (15.0) 340 (85.0) 400 
13.011, p<.001 
有核 102 (25.5) 298 (74.5) 400 
 計 162 (20.2) 638 (79.8) 800  
表 8 連体形 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
先行文節 
無核 320 (40.0) 480 (60.0) 800 
38.514, p<.001 
有核 445 (55.6) 355 (44.4) 800 
 計 765 (47.8) 835 (52.2) 1600  
                                                                   
17 那須・栗木（2015）は、同じく式保存型の付属語である「ナガラ」の音調形成において、周辺
文節の音調が新型の生起頻度に有意な影響をもたらしていることを明らかにしている。 
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表 9 連用形（-タクナル） 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
先行文節 
無核 232 (58.0) 168 (42.0) 400 
15.996, p<.001 
有核 287 (71.7) 113 (28.3) 400 
 計 519 (64.9) 281 (35.1) 800  
表 10 連用形過去（-タクナッタ） 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
先行文節 
無核 289 (72.6) 109 (27.4) 398 
6.941, p<.01 
有核 323 (80.7) 77 (19.3) 400 
 計 612 (76.7) 186 (23.3) 798  
表 11 連用形（-タクナイ） 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
先行文節 
無核 50 (12.6) 348 (87.4) 398 
34.965, p<.001 
有核 119 (30.0) 278 (70.0) 397 
 計 169 (21.3) 626 (78.7) 795  
表 12 連用形過去（-タクナカッタ） 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
先行文節 
無核 100 (25.1) 298 (74.9) 398 
29.064, p<.001 
有核 174 (43.5) 226 (56.5) 400 










                                                                   
18 具体的には、平板名詞「布団」を起伏式/フト]ン/と発音したものが 6 項目、起伏名詞「気分」














表 13 後続文節の音調とタイ節音調（連体形） 
  在来(%) 新型(%) 合計 χ2(1) 
後続文節 
無核 352 (44.0) 448 (56.0) 800 
9.167, p<.01 
有核 413 (51.7) 386 (48.3) 799 







表 14 周辺文節音調の組み合わせとタイ節（連体形）の音調 
 組み合わせ N 在来音調(%) 新型音調(%) 
[A] X無核・Y無核 400 143 (35.8) 257 (64.3) 
[B] X無核・Y有核 400 177 (44.3) 223 (55.8) 
[C] X有核・Y無核 400 209 (52.3) 191 (47.8) 
[D] X有核・Y有核 399 236 (59.1) 163 (40.9) 
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(20) a. { (クルマニ=) (ノリタ]イ) } {UA} （車に乗りたい） 



















(21) a. { (クルマニ=) (ノリタイ=) } {UU} （車に乗りたい） 






(22) a. 無核文節先行環境 {UU} → {UA} （車に乗りたい） 
b. 有核文節先行環境 {AU} → {AA} （ボートに乗りたい） 
 















                                                                   
19 ちなみに(20a)「車に乗りたい」と(20b)「ボートに乗りたい」での新型音調の生起率は、前者が
60%であるのに対して後者では 30%にとどまる。 





















「-タクナル」文では動詞句 VPが Pred Pの直上に生じるのに対して、「-タクナイ」















(23) a. 比べたくなる b. 比べたくない 
Neg P 
 
VP VP Neg 
ない 
Pred P V Pred P V (dum.cop.) 
なる /-ar-/ 
AP Pred. AP Pred. 
/-k/ /-k/ 
VP A VP A 
比べ タイ 比べ タイ 
 
また、両者では階層の最上位にある範疇の種類が異なる。「-タクナル」文が全体































































図 5 「(比べ)-タクナイ」新型音調の F0動態 
これに対して「-タクナル」ではダウンステップが見られず、「タク」の初頭拍で
声が下がった後は文末まで一気に下降し続けるパターンが目立つ。「-タクナル」を
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図 6 「(比べ)-タクナル」新型音調の F0動態 
 
こうした音調句の分離は「-タクナイ」の統語的特性に由来する振る舞いだと考え











(27) a. 比べ-タク-ナ]イ （在来音調） 











(28) a. -タクナル b. -タクナイ 
i. 在来 比べ-タク-ナ]ル i. 在来 比べ-タク-ナ]イ 
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